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＜外出活動：歩行＞

＜お楽しみ会＞

＜初期消火訓練＞消火器を使用しての初期消火訓練の様子

年度末のお楽しみ会♥今のメンバーで最後の活動、毎年恒例の「お楽しみゲー
ム大会」風船バレー・テープタワー・輪投げ・お菓子のつかみ取り等、はしゃ
いで、笑って、興奮して大騒ぎの一日でした！新年度に向け、新たな気持ちを
持って前に進める記念の日でした☆彡今年は満開の桜を見に行くこともでき晴
れ晴れしく令和3年度を迎える事ができました(*^^)v

紫陽花が艶やかに咲き誇る季節になりました。東京都の3回目の緊急事態宣言の下、毎日生活されている中で、保護

者の皆様におかれましては、お子様方のマスクの装着や手洗い消毒、うがいその他衛生面に関して、さぞご苦労さ

れている事と存じます。すばる関係では、お陰様で感染者は1人もいらっしゃらず、お子様方はいつもとても元気で

活動されています。私共もそのご努力に答えるべく、さらに衛生面に配慮しながら支援を継続しています。職員の

PCR検査は各事業所毎に繰り返し実施しています。皆さんに、早くワクチンが行き届きます様に…青梅市の迅速な対

応を願うばかりです。

理事長あいさつ

特別プログラム紹介

カーネーションを軸に季節の花々、バラ・トルコキキョウ・カスミソウ・カンパニュラ等を手に取って思い思いの

発想で、お母さんに感謝の気持ちを込めながら作りました✿斬新な人、慎重な人、おっとりな人とアレンジに性格

が出ています。素敵なお花の甘い香りに包まれてコロナ禍の昨今を忘れさせてくれる癒しの時間でした。

輪投げ

風船バレーテープタワーゲーム

現在コロナ禍で発表会が出来ないのが残念です、いつか大きな舞台に立てる事を願い、感染対策を取り練習を再開‼

場所や時間などの制限は有りますが練習は真剣そのものです。

インラインスケート：らんらんすばるにて
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３月にご卒業されたご利用者の方に約やかに「卒業を祝う会」を行わせていただきました。その時期から早くも２カ月が経ち、
青く澄んだ空から時折強い日が差して初夏の訪れを感じるようになりました。戸外では遊具だけではなく自然そのものからも
色々な体験ををし、室内では室内ならではの遊びで楽しく過ごしている日々です。みんなが心を込めて作った「卒業を祝う会」
のパネルは、「進級おめでとう」にかわりましたが、今も『ありえす』を明るく照らし、子ども達みんなが心地よい雰囲気に
包まれています♪

＜グループ学習＞：卒業を祝う会パネル作成

＜卒業を祝う会＞ ＜戸外活動＞ハイキング

＜母の日：フラワーアレジメント＞

収穫したお米は昼食で炊いて食べましたが・・すぐになくなってしまうほどの大・大・大人気でした！！今年も田植えができ
ることを期待しましょう♪ 日ごとに蒸し暑くなるこの時期は心身ともに疲れを感じやすくなります。
日々の活動中は子どもたちの体調に気をつけると共に、一緒になって元気よく遊び、一緒に笑い、そして時には一緒に悩みな
がら子ども達一人一人に寄り添っていきたいと思いますので、今年度もどうぞよろしくお願いいたします！！

＜春に田植え、秋に収穫したお米でご飯＞ ＜初期消火訓練＆避難訓練＞水の入った消火器を使い目標物に当て
る体験が出来ました。

開所当時から一緒に歩んだ仲間との思い

出の画像を見て頂き、ご両親、恩師の先

生も駆けつけて下さり、卒業をお祝いさ

せていただきました。涙 涙

＜外出活動：近隣の公園遊び

お母さまへと真剣な眼差しで一輪一輪と挿し方を考えて丁寧に作り上げ、完成した時の誇らしげな顔は、達成

感に満ちていました。「ママにあげるの」思いが伝わり、温かい気持ちと花の香りに包まれて幸せな空気が漂

いました。優しい気持ちを大切にしたいですね。

＜母の日：フラワーアレジメント＞

ダンスしたり、遊具で遊んだりし、季節を感じながら楽しみました。

徳田君卒業おめでとう！！
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3月は、紙粘土制作行いました。紙粘土を丸くしてもらったり、握ってもらい、「はらぺこあおむし」を完成させまし

た。4月「こいのぼり」5月「母の日」と頑張りました。日中活動では、避難訓練、花見、外遊びを中心に行いました。

＜制作活動＞ ＜外出活動＞

近隣の花見スポットへ外出

一時避難場所に避難した様子

＜避難訓練＞

鯉のぼり制作のよう有珠

母のプレゼント制作の様子

はらぺこあおむし制作の様子

＜日中活動＞

根がらみ前水田チューリップ畑
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＜編集後記＞
新型コロナウイルスによる非常事態宣言で大変な状況ではございますが、皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。
利用者の方々に楽しんで貰えるよう各事業所工夫を凝らした活動をしています。今号は活動時の子供たちの真剣な
表情、笑顔の写真を多く掲載しました。「2021年通信ひかる春号」を発行するにあたり関わってくれた皆さんに心
から感謝しています。至らないところもありましたが無事に編集を終えることができました。次号も暖かく見守っ
ていただけると幸いです。 編集委員：鈴木

＜施設紹介：室内＞ 理事長 寺山

平成7年夏休みから、その当時は福祉サービスがあまり無かった時代でした。そんな中、保護者が集まり、1人の目で見

ていると大変でも、皆さんの目で見ていると楽しいし、お母さんのご負担も軽減できる！と親たちが交代で水曜日と土

曜日にすばるの活動を始めました。徐々に東京都の補助金で支援員をお願い出来る様になり、法改正になる平成24年ま

では、地域デイグループとして活動して来ました。その当時の子供達が成人し、行く末を考えた時に、親がまだ元気で

余力の有る時に、生まれ育った地域の中にグループホームを造りたいと思う気持ちが強くなりました。まず土地を購入

し、「親亡き後も終の住みかにしたい」との思いを込めて法人を設立しました。賃貸のアパートなどを改築して設立す

る事業所が多い中、ゆいの風だけは他と違います。自分達の広い敷地の中で豊かに暮らして欲しいと親達の願いをこめ

て、40畳もあるリビングは全面吹き抜け天井、大画面のテレビを設置し、キッチンカウンターから居室が全て見渡せる

優雅な設計をしました。見学に来た方は、「こんな素敵な所に住んでみたい！」と言って下さいます。皆さんは、お子

さんの将来を考えた事がありますか？今は、小学生でもあっと言う間にその時期が来てしまいます。今から、お子さん

の将来を描いてみてはいかがでしょうか。

晴れたり曇ったりと梅雨時のはっきりしない日が続いています。たまたま３事業所は休日支援の為ゆいの風利用者

さんは3人でしたが出掛けて来ました。時々少し雨が降る中でしたが、しっかり歩き、途中の小川で可愛いカモを

見つけ、楽しそうに観ていました。久しぶりの日中支援でしたが、楽しいひと時を過ごす事が出来ました。

＜外出活動＞


